
［演題３］ 

1）神戸学院大学総合リハビリテーション学部作業療法学専攻４年 
2）神戸学院大学総合リハビリテーション学部作業療法学科 

本学の先行研究による小林らによると，新し

く開発されたマットレスを用いても，背上げを

行った際には移動（ずれ）が生じ，さらに繰り

返しによって移動が蓄積したと仮定すれば，圧

迫などのリスクが高くなるのではないかと考察

している．そこで，本研究では，ベッドの背上

げの繰り返しによって元の位置からどの方向に

どれくらい身体が移動するのか，またマットレ

スの硬さの違いによって移動方向や距離は異な

るのかについて知見を得たので報告する．本研

究は神戸学院大学総合リハビリテーション学部

ヒトを対象とする研究等倫理委員会の承認を得

て実施した．（承認番号 1624030） 

（１）対象：神戸学院大学作業療法学専攻の健常

な学生 20 名，平均年齢 21±１歳，身長 169.6±6.6

㎝（男），156.9±9.1 ㎝（女）であった． 

（２）実験方法：対象者は綿100％のパジャマを着

用し，着衣による差が出ないように配慮した．実

験装置のベッドは３モータ３ファンクション・カイ

ンドモード付きのKA 8900シリーズ（パラマウン

トベッド社製）を使用した．マットレスは実験１

ではアクアフロートマットレス（パラマウントベ

ッド社製:KE 831Q：1910×910×120ｍｍ），実験

２ではパラケアマットレス（パラマウントベッド

社製:KE 601Q：1910×910×85ｍｍ）を使用した． 

（３）実験手順 

① 実験１：アクアフロートマットレス（以下ア

クアフロート）を用いて，連続３回の背・膝下

げ，背・膝上げを繰り返し，各ランドマークの

移動方向と移動距離を計測する． 

１）寝位置の決定：実験に際し，寝位置を確定

した．①ベッドを最大角度まで背上げした状態

で，対象者をベッド上座位を取らせ，腰部がし

っかりとマットレスに付くように奥深く着座さ

せる。②ベッドの背・膝下げをカインドモード

（自動）で行い，フラットにした際の大転子位置

を計測した．この工程を３回行い，平均値をと

って大転子の寝位置とした．なお，この手法は

堀谷ら，小林らと同様である． 

２）各ランドマークの移動方向と距離の計測 ：

①寝位置の決定で求めた大転子位置に対象者を

寝かせ，初期位置として計測した．②背・膝上

げをカインドモードで行い，ベッドを最大角度

になるまで上げ，水平位に戻し，各ランドマー

ク位置（耳孔，大転子，膝蓋骨，外果）を計測

した．３回連続で昇降させ，各々の各ランドマ

ーク位置を計測し，計３回のランドマーク移動

方向と距離を記録した． 

② 実験２：パラケアマットレス（以下パラケア）

を用いて，連続３回の背・膝下げ，背・膝上げ

を繰り返し，各ランドマークの移動方向と移動

距離を計測する． 

a. 寝位置の決定，b. 各ランドマークの移動方向
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と距離の計測は実験１と同様とした． 

 

（１）実験１（アクアフロート） 

① 移動方向と移動距離：以下は実験１における，

被験者 20 名のランドマークの移動方向と移動距

離を示したものである．大転子では，全体的に

－ 方向に移動する傾向が見られ，全被験者の平

均移動距離は，１回目が 20.1mm，２回目が

5.5mm，３回目は3.6mmであり，１回目の昇降で

大きく移動した．耳孔でも － 方向に移動し，１

回目が23.9mm，２回目が5.1mm，３回目は0.2mm

であり，１回目の昇降で大きく移動する傾向が見

られた．膝蓋骨でも － 方向に移動し，１回目が

24.0mm，２回目が1.1mm，３回目は3.0mmであ

り，１回目の昇降で大きく移動する傾向が見られ

た．外果も同様に － 方向に移動し，１回目に

24.0mm，２回目に5.0mm，３回目に0.7mmであ

り，１回目の昇降で大きく移動する傾向が見られた． 

C．実験２（パラケア） 

② 移動方向と移動距離：以下は実験２におけ

る，被験者 20 名のランドマークの移動方向と移

動距離を示したものである．  

大転子では，全体的に－ 方向に移動する傾向

が見られ、全被験者の平均移動距離は，１回目

が 26.1mm，２回目が 10.7mm，３回目は 5.7mm

であり，１回目の昇降で大きく移動した．耳孔

でも － 方向に移動し，１回目が 35.0mm，２回

目が 7.6mm，３回目は 3.7mmであり，１回目の

昇降で大きく移動する傾向が見られた．膝蓋骨

でも－ 方向に移動し，１回目が 32.2mm，２回

目が 5.9mm，３回目は 2.7mmであり，１回目に

大きく移動する傾向が見られた．外果も同様に

－ 方向に移動し，１回目に 32.5mm，２回目に

3.8mm，３回目に 2.4mm であり，１回目に大き

く移動する傾向が見られた． 

③ 総移動距離を見てみると：アクアフロート

では，１～３回目までの移動方向と移動距離の

総和を求めると，大転子は － 方向に 29.2mm，

耳孔も － 方向に 29.2mm と同値となった．一

方，膝蓋骨は － 方向に 28.1mmとなり，外果は

－ 方向に 28.3mmとなった．パラケアでは，１

～３回目までの移動方向と移動距離の総和を求

めると，大転子が － 方向に 42.5mm，耳孔は

－ 方向に 46.3mm，膝蓋骨は － 方向に

40.8mm，外果は － 方向に 38.7mm となった．

このことから，アクアフロートとパラケアを各

ランドマークで比較してみると，全てのランド

マークでパラケアの値が大きくなった． 

 

今回，寝位置を決定した後，ベッドの背上げ

背下げを３回繰り返した時の各ランドマークを

計測した．また，マットレスの硬さを変え，同

じ実験を行った．アクアフロートでもパラケア

でも１回目の昇降で大きく－ 方向に移動し，各

ランドマークで２回目以降の移動は小さくな

る，または止まることがわかった．軟らかいア

クアフロートより硬いパラケアの方が全てのラ

ンドマークで移動距離が大きくなるという結果

となった．このことから，以下の４つのことが

言えた．①寝位置を決めることが有効であると

考えられた．②軟らかいマットレスを使用した

場合には移動は少なくなることが分かった．③

硬いマットレスを使用するとすべりやすいこと

が分かった．④マットレスの硬さに関係なく，寝

位置を決めれば移動は１回目の昇降のみで，小林

らの言う移動の蓄積は見られないと考えられた．

寝位置を決めることで，１回目の昇降で大きく移

動し，２回目以降は小さいか移動しなくなる．こ

のことから，ずれは蓄積されず，１回目の昇降で

－ 方向に大きく移動するということがいえる． 
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